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学校図書館業務を担う学校図書館職員支援の新たな試み 

NetCommonsを利用したポータルサイトの構築と評価 
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A novel approach to providing support for school librarians in school library operations 

Construction and evaluation of the portal site utilizing NetCommons 

 

by Fumi KATAYAMA, Mitsuko DAISAKU, Toshiya YOSHIDA, Sumiyo YOKOYAMA, Noriko ARAI 

 

本稿では、SLiiiCプロジェクトが公開しているNetCommons（以下、NCとする）を利用した学校図書館支援ポータルサイト

の構築過程を示し、サイトおよびコンテンツのユーザビリティ評価の結果を示す。SLiiiC プロジェクトでは、学校図書館職員

を支援するためにポータルサイトを公開している。これは、非同期的な自主学習を可能とするほか、他校との遠隔地間での情

報のやりとりをも可能とする、新しいアプローチである。多くが一人職場である学校図書館職員にとって、SLiiiC プロジェク

トによるポータルサイトの活用が、学校図書館職員の効果的な情報収集や自己研修、そして他校の職員との情報共有に繋がる

ことが期待される。 

 

＜キーワード＞ 学校図書館職員、 ポータルサイト、コンテンツ制作、 NetCommons、ユーザビリティ評価 

 

1.  はじめに 

 

1997年の学校図書館法の一部改正から10年が経過し、

司書教諭の配置（部分配置）、非正規職員（学校司書）の

配置を含めて学校図書館への人的配置が整備されるよう

になった。また、学校図書館では総合的な学習の時間に

おける児童生徒による利用機会が増え、教育活動および

読書活動での活用が推進されている。 

ただし、一校あたりの学校図書館職員の複数配置はほ

とんどなく、そのため技術や職場特有の知恵といったも

のが伝承されにくい。このような課題に対して，各人は

自治体主催の研修会や外部での研修に参加するなどをし

て専門性の向上に努めている。しかしながら、そうした

学校図書館職員へのサポート体制は決して十分とは言え

ない。自治体での研修が催されない地域や自費での研修

参加が困難な場合もあるからである。このような状態が

続けば、各学校図書館職員間に能力差が生じる恐れがあ

るだけでなく，ひいては学校図書館の活性化が妨げられ

ることにもつながるであろう。  

 

1.1 SLiiiCプロジェクト発足の経緯 

 

こうした背景を踏まえ、学校図書館職員をとりまく状況

を打開する方策を具体化すべく、2006年1月筑波大学大

学院図書館情報メディア研究科の大学生と学校図書館 

職員の有志は、“SLiiiC１）”(スリック)プロジェクト（以

下、SLiiiC）を立ち上げた。SLiiiC は、学校図書館運営

を行う学校図書館職員２）や授業等で恊働する教員、また

学校図書館活動をサポートするボランティアの支援を目

指している。 

 これまでの学校図書館職員への支援は、 前述のように、

主に研修の運営者と参加者が同じ時間・空間を共有して

行われる同期的なものであった。そこでSLiiiCでは、近

年のインターネット普及率や e-learningの発展を鑑み、非

同期型での自己研修の場として、遠隔地にいる学校図書

館職員同士の情報共有や情報発信を目的とし、ユーザ参

加型のポータルサイトの構築を目指すこととした。 

 

1.2 NetCommons導入の理由 

  

サイト構築にあたっては、大学生と現職の学校図書館

職員との恊働により、現場で応用可能なものになること
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を目指している。両者の限られた時間を有効に使うため

には、サイト運営にかかる労力を削減する必要がある。

そこで、サイト構築支援ツールのコンテンツ・マネジメ

ント・システム３） (Contents Management System ：以下、

CMSとする)の一つであるNetCommons４）（以下、NCと

する）を採用した。NC は、CMS 機能のほか e-learning

とグループウェア５）の要素を統合したコミュニティウェ

アである。システムのイメージを図1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NC というシステム上に、広く一般に公開する外部向

けの「トップページ」と、SLiiiC グループ内部での情報

共有のための「GroupRoom」そして、個々人のスケジュ

ール管理などバーチャルオフィスとしても活用できる

「MyRoopm」の３層構造が整備されていることもNC導

入の大きな理由であった。つまり、1 つのシステムがあ

れば、内部での情報共有およびポータルサイトの公開を

同時に行うことが可能だからである。また3層内の各ペ

ージにはNCが提供するモジュール６）を必要に応じて簡

単に追加や変更を行うことができる。 

現状では、主に学校図書館職員を対象としてコンテン

ツ７）の提供を行うスタイルでのポータルサイトだが、今

後はサイトの利用者であるユーザが、自校の実践を活か

して、サイト上でインタラクティブにコンテンツづくり

に参加できるような基盤整備を行いたい。 

 

1.3 本稿の目的 

  

前項で述べたように、SLiiiC の目的は学校図書館に関

わる全ての人を対象に、インターネットを通した対面形

式に依らない情報共有基盤を整備することにある。そこ

で本稿では、SLiiiC の目的を達成するための第一段階と

して、学校図書館職員を対象とした支援をポータルサイ

トの構築と評価を行うことを通じて、その可能性を検討

したい。 

2006年に大作らは「学校図書館職員支援に関する一考

察：学校図書館支援ポータルサイトの構築を目指して」

（大作ほか、2006）８）において、学校図書館に勤務する

現職者への質問紙調査およびインタビュー調査を行い、

学校図書館職員が現場で必要とするコンテンツを明らか

にした。その後コンテンツ制作を進めた結果、現在では

SLiiiC による学校図書館支援ポータルサイト（以下、本

サイト）へのアクセス数は現在11万件を超え、多くのユ

ーザによって閲覧されるようになった。確かに、インタ

ーネットという手段を用いることで、作業者が離れた場

所にいても同時に作業が可能である等の利点がある。し

かし，その性質のためユーザからの直接的なフィーバッ

クを得られにくいという欠点がある。これでは、制作し

たコンテンツに対する評価を得ることが出来ない。そこ

で、本サイトのユーザビリティ９）や提供しているコンテ

ンツの有用性について、具体的に検証する必要性を認識

するに至った。 

本稿は次のように構成される。第2章では、これまでの

CMSの研究などに着目しながら、本稿の研究意義を示す。

次に、第3章では、現在SLiiiCで提供している、本サイト

の構成およびサイト構築過程について述べる。第4章では、

CMSを利用したポータルサイトという特徴に配慮した、

ユーザビリティやコンテンツ検証のための評価調査につ

いて説明する。第5章では調査結果とその分析を行い、第

6章で評価に関する考察およびユーザ参加型として運用

可能なWebサイトを構築するための課題を考察する。 

 

2. 関連研究 

 

近年、国際的にも情報通信技術の重要性が認識されて

いる。わが国においても、政府指導のさまざまな取り組

みがある（100 校プロジェクト、e-Japan 戦略など）。特

に教育に関わる分野において、情報通信技術の教育への

応用研究も活発化している。たとえば、熊井らによる英

語教育に焦点をあてたウェブ教材の開発やシステムの運

用評価研究１０）１１）１２）がある。また、非同期の協調学習

に着目したさまざまな研究がある１３）１４）。図書館職員を

対象とした研究には、NII が提供している図書館相互貸

借システムの研修に焦点をあてたものがある１５）。以上の

ような研究は、情報通信技術がいかに学習に役立つかを

傍証している。 

これらと呼応して、地域のコミュニティあるいは大学

の研究室規模での情報共有基盤、e-learning 基盤として、

このようなグループウェア機能を持ち合わせた CMS の

需要が高まり、実践の広がりとともに研究が進んでいる。

例えば、XOOPS１６）を使った教育用Webサイトの構築に

ついての研究報告（藤原ほか、2004）１７）や、学生ボラ
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ンティアと地域との連携のためのマッチングシステムの

構築についての実践的研究がある（辻ほか、2006）１８）。

また、NC の研究については、システムの開発リーダー

である新井（2006）１９）による数回にわたる研究報告お

よび、小菅（2007）２０）による NC を高等学校で運用し

た研究がある。これらは実践研究として非常に価値のあ

る研究であるが、サイトの評価部分がなく、コンテンツ

の有用性までは具体的に明らかにされていない。そこで、

NC を利用した本サイトの利用実態を明らかにするため、

サイトの利用傾向の把握し、ユーザビリティ評価を行う

ことで、今後のコンテンツ開発へ向けた改善点を導出す

ることができる。さらに、NCを活用している約1000の

サイト（2007年1月現在）も同様のプラットフォームで

あるため、NC に由来する課題を共通のものとして捉え

る事ができ、他のNCサイト改善への貢献が期待できる。 

 

3. 本サイトの構築 

3.1 本サイトの設計方針 

 

本サイトでは、レイアウトに関する規程は特に設けて

おらず、全般的にNC の提供するモジュールを利用して

いる。例えばトップページでは、色の組み合わせやデザ

インに関わる全体の体裁は、35種類あるデザインから適

宜選択している。 もちろん個々のコンテンツを提供する

際も同様であり、NCが提供する「お知らせ」「汎用デー

タベース」などのモジュールを活用している。 

コンテンツに関しては、現職者が必要としているコン

テンツを収集・作成するという方針のもとに作業を進め

ている。具体的には、プロジェクトが発足したのち、現

職者に対して質問紙調査を実施し、主要なコンテンツと

して次の 3 つを導いた（大作ほか、2006）８）。（1）日常

業務に必要な技術、（2）活動事例の紹介、（3）運営マニ

ュアルの収集である。これに基づき具体的なコンテンツ

として「図書の補修」や「読み聞かせ・紹介した本の実

例集」、「サイン表示」、「書評掲載情報データベース」な

どの必要性が認識されている（大作ほか、2006）８）。こ

のような場合にも、NC の特徴としてモジュール単位で

のコンテンツの編集作業を容易に行えるため、サイト構

築に柔軟性を持って取り組むことができる。以上、コン

テンツ規程は明確に定めていないものの、可能な限り現

場での業務に適用可能なコンテンツを実装することを重

視している。 

 

3.2 コンテンツ制作プロセス 

 

コンテンツは、学校図書館で勤務する現職者とサイト

運営にあたる大学生メンバーによる共同制作である。例

えば、「ブックコートのかけ方」「図書の補修」など動画

コンテンツは、図書の対象設定、シナリオ作り、撮影、

編集、サイトへのアップロードのプロセスを分担して行

っている。そのため、集中的に集まる機会を設け、実際

の補修作業などは現職者が実践し、大学生がそのサポー

トをするという体制をとっている。その他に「サイン表

示ライブラリ」や「学習指導案」などは、プロジェクト

メンバー（うち学校図書館職員）にコンテンツの提供を

呼びかけ、収集されたものを大学生が加工しサイト上で

公開している。 

 

3.3 コンテンツの特徴 

 

現在、学校図書館支援のポータルサイトとして提供し

ているコンテンツの全体像を表1に示す。  

 
表1  SLiiiC提供コンテンツ一覧 

 
 

本サイトのコンテンツを想定するユーザの対象別に整

理すると、「学校図書館職員」「教員」「一般」向けに区別

できる。質問紙調査により現職者らのニーズは把握した

が、コンテンツ制作を進める中で、対象者別に整理する

必要性が認識された。このように整理すると、現段階で

はやはり学校図書館職員向けのコンテンツに集中してい

ることが分かる。「ブックコートのかけかた」や「図書の

補修」のように間接サービスにあたるものから「読み聞
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かせ・紹介本の実例集」「学習指導案」など直接サービス

を意識したコンテンツもある。これは新任の学校図書館

職員とベテランのそれでは同じ職場環境でも求める知識

や技術レベルが異なることが、先の質問紙調査からも明

らかになっていたためである。また、現在では「学習指

導案」だけではあるが、教員向けのコンテンツも提供し

ている。学校図書館活動を行うのは学校図書館職員だけ

でなく、教員も同様である。そのためには学校図書館を

活用した授業の先例が、指導案づくりにも大いに貢献で

きうると考える。 

また、NC のモジュールの特性を生かしたユーザ参加

型のコンテンツも特徴の一つである。例えば、「読み聞か

せ・紹介本の実例集（以下、実例集）」は「汎用データベ

ースモジュール」を使用している。本モジュールを利用

することにより各ユーザはそれぞれが勤務する学校の実

践を、SLiiiC が提供するフォーマットから登録すること

ができる。また、登録された各データに対し、他のユー

ザが「投票」したり「コメント」を投稿したりすること

も可能である。投票機能では、実例集のデータベース内

を検索する際に投票順に検索結果を表示するよう選択す

ることができるため、図書を選択する際の判断材料とし

て参照することができる２１）。またコメント機能は、コン

テンツを登録したユーザが他のユーザからの意見として

フィードバックを受ける意味を持ち、登録したユーザの

内省を促すことを可能とする。 

その他、コンテンツの提供にあたり、なかには動画が

提供されている場合もあるため、多様なユーザの利用状

況を考慮して、FlashやWMV（Windows Media Video）と

いう複数のフォーマットに対応させることにも注意を払

った。今後は全国各地の学校図書館活動が把握できるよ

うな地図の作成など、コミュニティ支援を目的としたコ

ンテンツにも取り組みたいと考えている。 

以上のようにSLiiiCではポータルサイト構築を目指し

て取り組むと同時に、8月初旬からGoogleが提供してい

るアクセス解析ツール（Google Analytics）を導入してい

る。このツールを使うことで、サイトへのサクセス数や

コンテンツの利用状況などの詳細を把握することができ

る。全体的な傾向として、10 月を除き、8 月・9 月・11

月における学会発表や外部の広報活動を通じて、順調に

アクセスを伸ばしている。まだ導入から数ヶ月しか経過

していないこと、また対象コンテンツも作成途中のもの

が含まれることなど、データとして十分とはいえないが、

コンテンツの利用状況を簡単に知るために有効なツール

と考えている。 

例えば、「タイトル別のコンテンツ」として、8月以降

1位のコンテンツは、「SLiiiCメンバー紹介」というSLiiiC

の主要メンバーを紹介するページであった。これは、

SLiiiC が学生主体であることや、学校図書館に関わるさ

まざまな人々が参加していることから活動メンバーに興

味のある利用者が、非常に多いことが推測される。次に、

学校図書館の日常的な技術について紹介をするコンテン

ツが上位を占めている。これは、他のサイトにはない本

サイトの独自のコンテンツとして注目されていることが

うかがえる。また、これらのコンテンツは内容が充実し

ていること、更新が頻繁であることなどの一般的なWeb

利用の要素が深く関わっていることが推測される。 

 ただし、3.3「コンテンツの特徴」で触れたように、現

状で本サイトは発展途上にある。よって、コンテンツの

完成度が高いものにユーザの関心が集中している可能性

も否めない。今後はコンテンツの充実が望まれる。 

 

4. Webサイト及びコンテンツ評価 

  

SLiiiC では、学校図書館支援を目指したコンテンツを

開発し、その基盤となるWebサイトの企画・立案、そし

て運用を行ってきた。次の展開として、サイトで提供す

る各コンテンツに対し、ユーザの立場から分析を行うこ

とで、今後のサイト及びコンテンツづくりにフィードバ

ックすることが必要であるとの認識に至った。また、こ

のことは、SLiiiC だけでなく、間接的に開発元である国

立情報学研究所によるシステム開発への貢献につながる

ものと考えられる。そこで、本サイトのコアユーザと想

定される学校図書館職員に対して、サイトのユーザビリ

ティを把握するための評価を実施した。 

 

4.1 調査目的 

   

本調査は、 以下2つの目的のもと実施した。 

（1） SLiiiC によるサイト及びコンテンツのユーザビ

リティについて把握する。 

（2） NC 構築サイトにおける運営上の利点と限界点

を明らかにする。 

 

4.2 調査方法 

 

Webサイトの評価には、デザイン学、ユーザ工学など

他分野から研究がなされている。ユーザビリティの観点

からの評価手法としては、ユーザ側に焦点をあてたユー

ザビリティテスティングとシステム設計側に焦点をあて

たユーザビリティインスペクションがある２２）。ユーザビ

リティテスティングは、機器、システムをユーザに操作

してもらうことで評価する方法であり、ユーザビリティ
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インスペクションは、機器、システムの設計を評価者が

分析する手法である。 ユーザビリティテスティングの一

方法であるプロトコル分析は、認知科学や認知心理学の

分野で用いられる手法である。調査者が指定した課題（タ

スク）を遂行させ、その際の相互作用の過程にみられる

思考や意図、心理などを言語として発話してもらう。調

査者は、ビデオ録画と時系列のデータのメモからなる記

録物として「プロトコル・データ」を得る。このプロト

コル・データから、ユーザの行動と思考の関連を整理し、

認知的な問題点（ユーザがシステム操作を通してどのよ

うな箇所で間違えたり混乱したりしたか、つまずきの原

因となること）を推定する。また、タスク終了後に SD

法２３）による主観評価を得て、総合的に判断・考察がで

きるようフォローアップすることもある（渋田、2001）
２４）。 

4章「Webサイト及びコンテンツ評価」および、4.1「調

査目的」で示した本調査の目的にあるように、本調査で

はシステム内部に関する評価ではなく、ユーザにとって

のサイト評価という視点が重要である。よって、ユーザ

ビリティテスティングを実施することが妥当であり、具

体的にはプロトコル分析手法を用いて評価を行った。 

 

4.3 調査対象 

   

2007 年 9 月時点で SLiiiC 参加メンバーは、学生約 20

名、学校図書館職員約15名、その他研究者や企業からの

参加など約15名で構成されている。プロトコル分析法に

おいては、リラックスした場での自然な発話の誘発が重

視されるため、今回はSLiiiCの参加メンバーに調査協力

を要請した。具体的には、東京都調布市と茨城県つくば

市に勤務する学校図書館職員に調査依頼をし、実際に 3

名の現職者（女性）が被調査者として参加した（被調査

者A、B、C）。 

被調査者の属性として、3 名のうち 2 名はコンピュー

タ利用経験が 5 年以上あり、ほか 1 名も 3-4 年の利用経

験がある。また、3 名とも電子メールでのやりとりを日

常的に行い、オンラインショッピングの利用経験もある

ことが確認できており、コンピュータに関する利用経験

に大きな違いは見られなかった。また、被調査者の職場

は、いずれも学校にコンピュータが整理されており、学

内外のネットワークにアクセスできる環境にある。被調

査者のNC に関する利用経験は、事前に各人に尋ねた結

果、以下の通りであった。 

  A: 経験者 

  B: 初心者 

  C: 経験者 

4.4 調査時期 

   

調査は2007年8月17日、21日に実施した。各人の調

査に要した時間は1時間半程度である。 

 

4.5 調査環境 

   

各調査は、記録者1名、作業補助1名の計2名により

実施した。記録用のビデオカメラと、調査用のコンピュ

ータ端末は調査者が用意した。 

  ブラウザ：Internet Explorer ver.6 

  SLiiiCサイトのNetCommons: NetCommons ver.1.1 

 

4.6 調査事項 

   

本調査では、（1）NCで構築されたサイト全体の評価、

そして、（2）SLiiiC が企画・制作したコンテンツの評価

の 2 つの側面から考察する。その理由として、NC に限

らず、CMSで作成されたサイトは、（1）サイト構築のシ

ステム基盤となるNC と、（2）サイトの運営者（今回の

場合 SLiiiC）が制作したコンテンツと、大きく 2 つの要

素で構成されるからである。そのため、調査は2回に分

けて実施した。 

（1） サイト全体を評価する方法として、本サイトを

実際に利用しながら、そのユーザビリティを把

握するためのプロトコル分析に基づく調査（以

下、調査1）。 

（2） 各コンテンツを評価する方法として、調査 1 で

の対象コンテンツが、現場のニーズに応える内

容であるかを把握するためのアンケート調査

（以下、調査2）。 

  調査の進行は、調査 1、調査 2 の流れで行う。調査者

は、本調査の主旨や目的等について説明した後、調査 1

を開始した。 

 

4.6.1 調査1：プロトコル分析法 

 

調査1では、プロトコル分析法を利用したユーザテス

トを行った。今回プロトコル分析における課題は、SLiiiC

が作成したコンテンツを利用するような5つの課題を設

定した（表2）。課題の構成は、ユーザが本サイトを利用

する過程で想定される要求やシチュエーションの中から、

プロトコル分析の方法論に基づき２５）簡単なものからよ

り高度なレベルになるよう配慮した。 
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4.6.2 調査2：アンケート調査 

  

調査2では、制作した各コンテンツの評価として、ア

ンケート調査（SD 法による評価、自由記述）用のペー

ジをNCの「アンケートモジュール」を利用して作成し、

調査を実施した。作成したアンケートには、コンテンツ

に関する項目とユーザの基本属性（フェイスシート）に

関する項目が含まれる（表3参照）。 

  

 

 

なお、調査2の対象コンテンツは、調査1の「図書の

補修」「図書館オリエンテーション」「読み聞かせ・紹介

した本の実例集」「掲示板」である。 

 

5 調査結果と分析 

5.1 調査1：分析の観点 

   

調査1のプロトコル・データは、定性的な言語記録で

あるため、評価も定性的分析が中心となる。被調査者ご

とに、各課題の遂行過程における発話や行動と、システ

ムの反応を分類・整理した。 

先の調査事項で触れたとおり、本サイトは、（1）サイ

ト構築のシステム基盤となる NC と、（2）SLiiiC が制作

したコンテンツと大きく2つの要素で構成されている点

が特徴である。そのため、問題発見にあたり、（1）NC

（システム）に起因する問題か、（2）SLiiiC が制作した

コンテンツに起因する問題か、を整理することで問題点

がより明確になると考える。 

 

5.2 調査1：調査結果と分析 

 

プロトコル・データは、課題ごとに「発話開始時刻」

「発話内容」「システム状態」「問題点」で構成される時

系列データである。その一部を表4に示す。このプロト

コル・データから抽出された問題点のうち、課題の実行

する上で特徴的なものを以下に挙げる。項目は、各課題

と対応する操作としてまとめている。

 

 

 

 

 

 

表2 課題一覧 

表3 基本属性 
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5.2.1  NCに起因する問題 

（1） （課題1）「キャビネットモジュールの操作」 

  被調査者Aは、キャビネットモジュールの詳細表示（図

2参照）からデフォルト画面（NCにおける「ルート画面」）

や、1 つ前の「画面に戻る」操作がスムーズに行えなか

った。また、被調査者AとBは、課題1において、キャ

ビネットモジュールの利用時に、こちらで指定した該当

ファイルを間違えたり、選択ができなかったりしたこと

があった。 

 

 

図2 キャビネットモジュールの詳細画面 

 

以上の結果より、次のような分析ができる。NC のキ

ャビネットモジュールは、コンピュータのディレクトリ

（フォルダ）に近い概念であり、階層構造になっている。

キャビネットモジュールの詳細画面からデフォルト画面

や以前の画面（上の階層）へ戻るためには、「ルート」や

該当フォルダ名を直接指定する必要がある。 

キャビネットモジュールの操作における戸惑いが生じ

た原因として、NC 独特の「ルート」や「アドレス」と

いう表現が、一般のユーザにとって理解しにくいもので

あることが指摘できる。一方で、被調査者の中には「戻

る」や「印刷」という操作をする際に、システムが用意

するメニューやアイコンではなく（アイコンの例につい

ては図3参照）、Webブラウザを直接操作していたため、

NCのシステム操作とWebブラウザの操作を一部混同し

てしまったことが影響するものと思われる。 

 

 

 

 

  また、キャビネットモジュールに登録されたファイル

は、「名前」「サイズ」「コメント」「作成者」「登録日」等

のレコードとして表示される。課題 1 では、SLiiiC が課

題とした『議事録』のファイルを選択するときに、1 人

の被調査者は内容を「名前」でなく「登録日」のデータ

で判断していた。このことから、公開するファイルに、

適切なファイル名やコメントを付与しておく必要がある

ことが明らかになった。 

 

（2） （課題 3、5）「汎用データベースモジュールの

操作」 

  課題 3 や課題 5 では、3 名の被調査者に共通して、詳

細画面から一覧画面を表示する操作に戸惑いがみられた。

そして、被調査者Bについては、課題3で「印刷」のア

イコンが見つけられなかった。 

システムが用意するアイコ

図3 アイコンの例 

表4 プロトコル・データの例 
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また、課題3の汎用データベースモジュールの検索で

は、NC の利用経験がある被調査者A を除いて、他の被

調査者は1回目で適切な検索結果を取得することができ

なかった。また、被調査者BおよびCは、サイト全体を

対象とした検索を実行した際に、検索対象となるデータ

ベースを選択していなかったため、適切な結果が得られ

なかった。これは、課題1と同様、Webブラウザの操作

と、NC のシステム操作を混同してしまったことが影響

するものと思われる。 

 NCは、検索するための機能として大きく2つの方法

を提供している。1 つがサイト全体を対象とした検索で

あり、もう１つが各モジュールで作成されたコンテンツ

に対する検索である（図4参照）。課題3は、この2種類

の検索方法のどちらを実行することで達成することがで

きる。しかし、前者のサイト全体の横断検索では、検索

対象として対象となるモジュール（データベース）を指

定しなければ適切な結果が得ることができない。そのた

め、課題3のコンテンツが、(1)「汎用データベース」の

モジュールで作成されていること、(2)検索時に「汎用デ

ータベース」を対象として指定すること、の2つの条件

を理解していなければならない。 

 

 
図4 2種類の検索ボタン 

 

課題1で指摘した問題と同様に、こうした「検索」「印

刷」「コンテンツの登録」といったアイコンやボタン類が

見つけられないこと、見つけることができても適切なも

のが選択できないことから、現在のシステムにはインタ

フェースに関わる問題があることが指摘できる。 

 

（3） 1-3（課題1）「Group Room」 

  課題1において、「Group Room」の発見・選択で戸惑

う被調査者がいた（被調査者B）。 

  このことは次のことを示している。NC の利用経験が

ない被調査者2名は、Group Roomの概念（役割・機能）

について十分理解していなかった。一方で、利用経験が

ある被調査者Aからも、ヘルプや公式サイトの説明をみ

ただけではよく分からないという意見を聞くことができ

た。このことから、現状のシステムの概念や機能が十分

理解されていないことが指摘できる。 

 

（4） 1-4（課題 1-5 共通）「サイトのサイドメニュー

の選択」 

  各課題に共通する問題点として、各コンテンツの選択

にあたり、戸惑う場面が見受けられた（被調査者3名）。

このことは特に、コンテンツの利用経験が少ないユーザ

に顕著にみられた。 

ここから、NC で構築されたサイトは、サイドメニュ

ーが1階層のリストで

表示されるため（図 5

参照）、コンテンツ名に

よるメニュー表示だけ

ではサイトの構造が分

かりにくいことを表し

ている。また、メニュ

ーの表示では、各コン

テンツがカテゴリ分け

されて表示されるとよ

いという意見もあった。 

 

5.2.2 SLiiiCが制作したコンテンツに起因する問題 

（5） （課題2）「コンテンツの動画の再生操作」 

SLiiiC のコンテンツは、動画を Flash 形式と WMV 形

式で提供しているが、Flashの再生操作においては特徴的

な行動がみられた。具体的には、動画の表示サイズを拡

大して表示するため、関係しそうなボタンや画面を複数

回クリックしたり（被調査者A）、また表示画面の変更に

ついて調査者に直接問い合わせたりする例があった（被

調査者C）。 

日常的にコンピュータで動画を再生した経験がある利

用者にとって、再生している動画の表示サイズが変更で

きることは一般的といえる。本サイトのコンテンツでは、

WMP形式では表示サイズが変更可能であり、Flash形式

では再生されたコンテンツは固定となっている。被調査

者 A のとった言動は、Flash 形式で再生された表示画面

も変更できると考えたことが原因と推測される。 

   

（6） （課題1、3、5）「各コンテンツに付けられた見

出し」 

課題1において、被調査者3名が共通してキャビネッ

トモジュールに格納されているファイル名や説明書き

（コメント）の判断と選択に時間を要していた。また、

サイト全体に対する検索 

コンテンツに対する検索 

図5 調査時のサイドメニュー 
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課題3の検索時におけるメタデータ項目の判断（被調査

者B、C）、課題5のコンテンツ登録作業において混乱や

問い合わせが生じた（被調査者A、C）。 

NC のモジュールには、任意のタイトルや表示レイア

ウトを設定することができる。しかし、それらが適切に

付与されていなか

ったり（『議事録』

や『議事案』とい

った似たフォルダ

名による混同）、ユ

ーザへの説明が不

足していたりする

と、それらが課題

の遂行にあたって

判断を難しくさせ

る原因となってい

ることが明らかに

なった。 

  また、課題5におけるコンテンツの新規登録にあたり

（コンテンツ登録画面については、図6参照）、登録用の

メタデータの入力・判断において戸惑いがみられた。例

えば、入力の統一について明示されていなかったため、

文字は全角か半角か、区切りはスペースかコンマか、

ISBN のハイフンの有無等について、操作に戸惑う被調

査者が2名みられた。また、コンテンツにおけるメタデ

ータ「コメント」という項目に対し、入力内容が不明確

であり、コンテンツ登録に関するユーザへの説明不足が

明らかとなった。コンテンツ登録には、心理的な抵抗も

存在することが伺えた。 

 

5.3 調査2：調査結果と分析 

  

調査2の結果を肯定的な意見と否定的（発展的）な意

見としてまとめたものが表5である。以降は、それぞれ

のコンテンツごとにその結果を分析していく。 

 

 

 

表5 調査2：調査結果 

 

 

 

5.3.1 図書の補修 

発展的意見として「一度は作業をしていないと、この

動画のみでの再現は難しいと思います」とある。これは、

初心者にとって一定の有用性は得られるが、実際には利

用方法のレクチャーが必要であること、他の学校の図書

館職員と意見交換しながら研鑽することが必要であるこ

とを示している。 

 

 

5.3.2 図書館オリエンテーション 

「先生と共に見て、話し合う時間があれば、先生への

話題提供として活用したいです」とあるように、学校図

書館職員だけでなく、図書館担当の先生方の活用にもつ

ながる可能性を伺わせた。つまり、図書館員向けに制作

したコンテンツの波及効果が期待できることが示された。

ただし、今回制作したコンテンツはあくまでもある学校

における実践であるため、ユーザが自校の現状に合わせ

てオリエンテーションのプログラムを変更していく必要

図6 コンテンツ登録画面 
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性があることも指摘された。このことは、SLiiiC のコン

テンツは常に現職者との恊働により制作されるため、ど

うしても普遍的な教材とならない可能性が避けられない。

この点は、コンテンツの提供と合わせてユーザへの適切

な注意喚起を行う必要がある。 

 

5.3.3 読み聞かせ、紹介した本の実例集 

対象学年について、肯定的な意見（「対象学年は読み聞

かせにおいて大変重要」など）と否定的な意見（「対象学

年を一つ選択というのは難しかった」）の両面が見られた。

このことは、対象学年を設けることが、ユーザにとって、

検索する際には有用であるが、登録する際には不便であ

ることを示している。今後はこの両面のどちらが現職者

にとって必要であるかを適宜、検討していくことが求め

られる。また、出版国、画家名、行事・テーマ、子ども

の反応についての記入欄については、その設置が容易に

行えるため、早急に対処したい。 

 

5.3.4 掲示板 

 肯定的な意見が目立った。これは、ユーザが他者との

コミュニケーションを望んでいることを強く示している

と考えられる。また、掲示板という形態が、ユーザにと

って、気軽に望めるコンテンツであることも指摘できる。  

ただし、誰もがどんな人とも情報交換したいとは限ら

ない。特にネット上で相手の顔が分からないことが心理

的不安を呼ぶことがあるからだ。そこで、例えばある自

治体ごとに「GroupRoom」を設置し、その範囲内での利

用に限れば、同じ地域の学校図書館職員との情報交換や

相談の場として、掲示板がより効果的に活用されると想

定される。 

 

5.3.5  Group Room 

表5に示されている通り、「Group Room」の概念につ

いて、理解されていないという事実が浮き彫りになった。

このGroup Roomを活用することで得られるメリットや

使い方などを周知させる方法については、今後の課題と

したい。 

 

6. まとめと考察 

 

調査結果の分析から、現在提供しているコンテンツ、

NC の両者に課題があることが明らかになった。また、

コンテンツの有用性については、2 つの調査から一定の

評価が得られていることが明らかになった。 

コンテンツの課題に対しては、サービスの有用性につ

いて被調査者から一定の評価を得ることができたため、

今後は一層使いやすいものに改善すると共に、コンテン

ツを充実させ、サイトの整備に努める予定である。 

NC、つまりシステム側の課題については、SLiiiCによ

るマニュアルやチュートリアルによる対応が有効と考え

る。現在、一部のコンテンツ登録方法については、マニ

ュアルを作成して公開しているが、全てのコンテンツに

対応できていないた

め、早急かつ丁寧な

フォローが求められ

る。また、NC に依

存する課題への対応

として、サイト構造

を分かりやすくする

ためのナビゲーショ

ンが重要である。例

えば、5.2.1（4）で、

サイトのサイドメニ

ューが一階層しか表

示できないため、サ

イト構造がわかりに

くくなり、ユーザに

混乱をもたらすとい

う結果が得られた。現在は、図7のようにインデントや

記号を使うことによって、階層がわかるよう改善してい

る。こうしたSLiiiC側の工夫とともに、本稿の執筆者の

一人であるNC 開発リーダーの新井はじめNC 開発チー

ムに対して、本調査の結果を基にシステム改善を提案し

ていく所存である。 

今回、定性的な評価として採用したプロトコル分析法

は、決して被調査者数が一定数なければ正当な結果が得

られないというものではない。しかし、様々な状況下で

学校図書館実践している現場の要求を反映させるために

は、以下の点で課題を残している。 

1. 調査 1 では、発話の録音とともに、被調査者

のPC画面のビデオ撮影を行った。今回は、プ

ロトコルデータに基づいた分析のみにとどま

ったが、マウスの動きを分析することによっ

て、分析をより肉付けした形で提示できるだ

ろう。 

2. 被調査者のコンピュータ経験を一定にするこ

とで、条件のコントロールを行ったが、コン

ピュータに対する姿勢はコンピュータ経験の

みでは図りきれない。今後は、情報リテラシ

ーや、コンピュータ不安など内面にも着目し

ながら、被調査者の属性による違いまで踏み

込む必要があるだろう。 

図7 現在のサイドメニュー 
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3. 今回、被調査者をプロジェクトに参加してい

る現職者に依頼した。調査対象の選定にあた

っては、プロトコル分析法に則って実行した

が、調査 2 の肯定的な評価にバイアスがかか

っている可能性が否めない。これらは、リッ

プサービスもあると考えており、今後はそれ

を差し引いた分析方法も検討していきたい。  

以上のように、SLiiiC が最終的な目的としている、ユ

ーザ参加型の学校図書館職員支援ポータルサイトの運営

にあたっては多くのの課題がある。しかし、3.3「コンテ

ンツの特徴」で述べたように、本サイトのアクセス数は

着実に増加しており、本サイトの充実が学校図書館職員

の支援につながる可能性は十分にある。今後もユーザの

視点に立ったより良いサイトを模索していきたい。 
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